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円γ5

の広腐にお霞R.えする民も近いD52 403~喪主惹機関Eì':...国鉄溜符津機関 ßで

ター

文化セニ/タ

口52
欝2次大戦末期に躍草生した日本媛大貴重強の擬
鞠用融関覇。当時、海上輸送が困難となった大

瀦白石炭を霊童送するた拾に用いられ、 285間
生寵され，t~.

会豊富 21.105!智正炭水車をふ〈めて〉
企瀦 3-982'叫
重量重量 136.890 t (炭水車を占、〈めて〉
(1軍支援発行・構隣車ガイドブックから抜粋〉

も由也ヨフ。

持
一
戦
直
後
の
免
と
は
、
沼

田
商
事
備
の
O
一
ど
い
時
代
だ
っ
た
。
牛
夜
一
三
月
溜
動
γ
謡

巴
に
、
暗
抱
の
前
刷
凶
作
用
期
と
栄
畠
決
鴨
酬
と
の
る
。
平
山
唱
岩
田
人
協
会
に
長
牟
部
を
つ
く
ろ
う

相
果
作
用
育
指
神
経
障
得
を
起
し
て
…
失
明
。
と
奔
走
し
て
い
る
が
、
一
番
弱
D
平
レ
て
い

始
め
一
し
学
ん
だ
た
っ
た
ひ
と
り
の
古
一
応
ぞ
失
々
同
志
の
T
さ
ん
が
こ
の
朝
交
通
車
故
で
亡

山

間

さ

せ

た

一

肉

親

の

〈

な

っ

た

。

そ

の

前

荷

役

次

官
一
一
は
想
像
語
"
ぷ
匂
転
牽
影

4
一
言
語
襲
撃
、

品

、

前

向

車

畿

欝

警

護

議

警

わ

抽

選

書

簡

の

重

量

に

議
の
結
果
は
崎
議
方
札
機
々
¥
三
千
づ
い
て
一
相
談
主
ば
か
り
な

き
を
え
寸
〉
襲
撃
酎
定
、

i
;

邪
気
に
J
f
齢
期
主
“
鱗
綴
綴
畿
綴
際
総
務
輔
線
機
時
常
事
岐
に
あ
い
急
死
し
や
お
で

四一一
r

ん
た
相
次
在
は
い
ハ
鱗
鱗
繍
機
鱗
盤
機
機
機
蜘
あ
ゐ
。
彼
友
の
シ
ヲ
ツ
ク
は

害
時
県
グ
一
曜
夜
守
護
譲
藩

5
5謹
議
欝
緩
緩
務
.
大
き
い
が
、

T
さ
ん
白
書

商
学
問
小
学
部
に

z

a

e

子
百
生
か
す
た
め
に
も
串
先
に

人
学
一
ヵ
月
は
ど
海
南
舎
に
人
れ
ら
れ
人
J
3

の
運
棋
を
碍
腕
げ
た
い
と
い
〉
。
波
次
に
よ
る

返
り
子
喜
一
ぺ
ふ
び
ん
な
と
こ
ろ
を
、
ま
と
、
盲
人
員
三
一
般
の
譲
は
、
背
も

し
て
令
角
川
り
却
な
乙
み
尚
人
に
託
し
た
両
親
今
も
疋
ら
ぬ
。
た
だ
費
溺
や
戸
払
が
変
わ
つ

は
心
配
主
役
も
体
ま
れ
ず
、
思
い
き
っ
て
駒
た
だ
け
と
い
う
。
公
常
時
も
の
印
、
込
皆
同
哨
は

務
地
の
叫
慣
れ
か
ら
学
校
に
つ
叫
い
ザ
滋
に
静
詰
ム
ほ
与
え
ら
れ
な
い
e
身
障
害
手
帳
培
《

佳
、
わ
が
作
匁
か
ら
急
学
さ
せ
る
こ
と
仁
し
た
。
閣
時
引
し
て
も
、
母
草
に
よ
っ
て
自
動
車
む

父
親
そ
勤
め
に
出
し
に
後
、
ほ
判
明
は
幼
な
溜
質
討
縄
5
0
職
業
も
マ
ッ
ク
1
Y以
外
は

い
一
コ
人
の
品
交
ま
の
中
に
室
、
警
の
手
で
き
な
い
よ
う
「

EUけ
ら
れ
て
い
る
の
は

な
ひ
い
て
学
将
校
泣
ま
で
迭
の
、
引
ぇ
返
す
惜
な
い
。
も
っ
と
福
陣
古
ぞ
晴
海
解
し
た
胞
の

と
幼
な
い
一
一
一
人
か
泣
い
て
い
る
。
こ
ん
な
忽
通
っ
た
政
治
が
ほ
し
い
。
学
生
た
ち
の
ゲ
パ

活
か
~
自
円
余
私
続
い
た
。
ほ
殺
の
呂
付
信
み
樺
溺
Z
の
気
持
は
判
ゐ
が
、
畢

η行
為
は
絡

が
ね
た
柑
立
は
一
弔
問
か
ら
た
だ
ひ
と
り
古
対
許
せ
な
い
と
い
う
。
は
っ
き
り
と
物
を
い

溺
学
し
た
a
育
人
杖
も
通
学
パ
ス
も
な
い
時
う
明
る
小
娘
さ
ん
で
あ
ゐ
。

X
明
好
き
で
、
~

代
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
生
専
門
る
に
忙
し
蒋
も
作
る
が
読
む
万
が
移
い
。
撒
右
が
が
き

4
、
身
障

ιも
か
え
り
み
ら
れ
ぬ
時
代
で
あ
だ
炉
、
作
家
の
帯
情
揮
が
特
に
日
訓
告
。
翠
常
国

っ
九
段
が
渡
っ
た
白
は
中
弔
空
に
な
っ
て
分
で
は
ひ
け
り
な
い
が
琴
、
。
は
み
会
華
。
こ

が
ら
だ
が
、
問
分
を
守
る
の
は
自
分
だ
け
の
十
五
日
の
誕
史
自
に
二
十
一
一
援
に
な
る
。

と
、
事
U
く
自
ら
毒
し
て
き
完
走
作
所
は
平
塚
市
平
塚
五
ハ
つ
〈
キ
名

手

p
uた
な
か
で
P
ャ
ん
な
こ
と
に
も
日
制
定
る
愈
鰭
党
・
広
報
モ
エ
タ
i
u

気
構
え
か
ゲ
身
に
つ
け
て
い
っ
た
@

中
管
部
が
ゆ
高
等
部
を
串
へ
関
家
誠
験
を

パ
ス
す
る
と
一
父
親
の
反
対
安
拘
し
支
っ
て
市

内
の
先
輩
の
家
に
住
芯
乙
み
一
一
軍
半
実
習
に

励
み
、
悶
十
二
年
十
叫
月
一
一
一
羽
目
が
家
で
マ

よ
1
ジ
一
都
議
業
主
公

くWS>



I! 

一
大
都
市
高
と
し
て
喜
の
都
市
や
農
村
に
工
場
毒
素
増
え
よ
汀
政
区
域
白
あ
き
ち
一

一
で
、
虫
害
警
宜
い
荒
す
き
皇
警
告
、
ひ
い
て
は
ま
ざ
ま
な
都
市
長
習
を
ひ
き
一

一

お
ζ
丈
そ
こ
で
、
新
レ
い
都
市
計
図
法
が
生
ま
れ
た
。
新
レ
い
都
市
計
間
援
と
は
ど
ん
な
も
{

一
の
か
、
我
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
応
型
を
お
よ
広
g
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
苦
ザ
ホ
と
め
て
み
一
止
。

『

間

近

の

殺

し

い

都

市

化

に

よ

っ

「

市

街

化

調

畿

日

比

域

」

て、
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第
9
悶
B
の
脇
昆
溜
転
(
安
全
運
転
{
揖
3
間
同
}
信
せ
機
の
あ
る
交
一
義
尽

義
持
)
に
よ
る
交
官
岨
逗
皮
点
数
2
、
の
横
断
事
道
。
一
一
育
館
せ
に
従
っ
て
横

山
別
月
忌
の
連
転
者
向
け
ク
イ
ズ
は
そ
し
で
事
故
は
責
話
mu程
度
の
震
い
断
す
る
場
合
は
車
が
こ
な
い
の
で
安

一
一
一
十
一
通
寄
せ
ら
れ
た
が
、
難
問
の
雷
雨
樹
事
故
田
た
め
9
点
の
一
合
前
日
点
八
信
て
す
。

た

め

か

民

解

が

な

か

っ

た

・

特

に

間

で

す

。

内

第

4
同
日
長
可
構
の
な
い
横
断
事

選
い
の
柔
か
っ
十
品
問
題
は
:
第
2
間
関
第
3
自
ク
イ
ズ
〈
母
と
こ
ど
も
〉
湿
の
す
ぐ
一
手
前
に
自
動
車
が
停
北
し

伝
】
育
費
(
芯
山
点
滅
の
場
合
は
、
交
里
帰
1
問
問
〕
お
か
あ
さ
ん
は
、
五
は
て
い
て
も
自
転
車
は
嬉
北
じ
な
い
で

週

前

時

速

が

行

な

わ

注

意

じ

な

が

ら

返

れ

ま

せ

ん

。

し

た

母

と

子

の

交

議

安

全

教

室

む

こ

と

が

で

さ

が

っ

て

一

横

断

能

逗

胞

も

除

;

円

皆

同

5
閉
山
}
自
転

の

由

号

車

両

等

ど

し

ど

し

寝

葬

を

車

に

来

っ

て

右

折

が
停
止
ん
て
い
る

l
i
l
j
一

:

ー

す

る

と

夫

ほ

、

右

時
台
は
、
必
ず
一
時
件
』
し
で
弘
会
車
に
こ
ど
も
一
一
人
を
表
せ
て
生
車
道
腕
を
京
平
に
出
す
か
友
院
を
「
ょ
に
あ

吉
弘
か
め
℃
共
り
し
な
け
れ
ば
な
U
円
以
却
の
な
い
道
路
の
石
は
じ
h

町
議
げ
る
が
し
て
合
凶
ど
し
な
け
れ
ば
な

ま

ぜ

ん

。

り

ま

し

「

当

り

ま

ぜ

ん

。

串

5mvι
路
を
ち
(
ゐ
)
に
匁
髭
す
門
部
2
阿
川
}
お
じ
い
さ
ん
は
、
時
体

FV
む
葬

-
R劉
は
が
き
L
1
i
o、

2
1×
の
よ
ー
コ
に
記
入
、
住
所
、
民

る
ね
ん
口
の
合
的
そ
仔
芯
う
時
期
は
、
カ
ど
乙
一
も
思
く
な
い
の
に
交
通
安
全

名
、
職
業
を
記
天
、
平
塚
薪
宿
高
一
一

そ
の
行
為
密
主
ー
っ
と
す
る
時
の
一
一
一
の
た
め
と
い
っ
て
白
色
に
ぬ
っ
た
つ

O

平
塚
市
重
安
全
議
会
ゴ
1
ス

秒

前

で

す

。

え

を

持

っ

て

外

出

し

ま

す

。

ト

ッ

プ

ク

イ

ズ

係

へ

。
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変
遜
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会
で

帯
玄
白
樺
・
松
原
小
P
T
A
J

金
、
双
葉
会
事
付
h
v
u
フ
ブ

マ
個
人
・

8
昆
野
力
(
代
宮
町
)
、

松
眼
健
符
門
平
琴
、
石
出
関

(
代
管
断
行
菊
地
ミ
み

Ja七

}
立
派
に
土
地
っ
子
町
富
貴
そ
果
た
し
と
、
粋
(
い
き
)
な
文
句
を
独
得
な
い
な
い
。
転
の
お
を
可
美
と
、
も
白
の
め
的
れ
中
忍
長
山
職
員
で
二
令
八
歳
の
青
年

一
て
予
り
い
た
い
と
み
ん
な
が
折
っ
て
ぐ
せ
室
主
演
(
せ
き
が
刻
ま
た
ま
た
ま
十
月
十
四
日
付
け
の
弱
者
間
奇
心
在
、
自
然
史
た
子
ま
い
を
ニ
十
一
一
思
議
血
葬
な
っ
て

一

い

る

ζ
と
を
い
つ
も
お
忘
れ
な
え
れ
て
い
て
、
な
か
な
か
格
好
り
い
い
回
新
開
の
美
声
人
ぎ
に
i

か
ゑ
T
ん
を
き
だ
そ
の
恩
納
に
い
い
る
，
い
ず
れ
a
知
並
々
な
ら
ぬ
お
心

一
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。
記
念
碑
て
あ
事
。
づ
、
棋
は
、
自
主
を
も
っ
と
も
植
民
ま
わ
れ
わ
れ
は
脅
か
乙
向
け
て
い
る
・
が
け
と
、
探
〈
敬
意
を
表
レ
た
い
。

F

X

戸
川
さ
ん
ほ
、
事
時
な
ら
遠
慮
し
え
色
E
Dゆ
た
を
す
る
事
館
・
母
な
る
百
億
総
援
を
品
一
茸
奮
し
筆
者
必
宗
と
す
る
も
の
に
、
黄

可
軌
晴
れ
む
さ
わ
や
か
な
太
陽
の
下
す
る
と
い
う
白
で
、
そ
の
著
書
の
な
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
き
わ
や
か
な
事
た
か
昭
仁
ふ
う
に
み
え
る
人
間
聞
に
、
ζ

色
い
瓜
械
を
選
放
し
て
健
康
な
血
液

一

で

、

十

室

弓

戸

川

星

空

襲

か

か

ら

と

っ

た

言

英

語

、

警

智

正

む

と

に

ひ

さ

味

気

な

い

れ

か

る

童

E
ん
な
霊
万
が
警
長
結
ず
る
献
血
溜
索
、
震
の

一

平

Lう
出
品
す
る
碑
の
除
幕
式
が
縮
れ
る
人
び
と
は
碑
又
を
み
て
、
い
ろ
も
の
と
な
り
J

つ
つ
あ
る
。
:
お
ぴ
れ

τい
る
の
か
も
の
尽
一
つ
こ
と
協
力
に
よ
主
蔓
定
す
す
官
れ

τ

一

軍

で

二

一

百

数

十

名

白

方

々

が

足

j

i

l

-

-

}

|

1

l

:

:

閃

2み主事衣い荒廃白執警で多若@匂ご.よL

お
雪
幻
只
、
わ
が
平
塚
に
お
い
て
も
有
、
市

一

喜

ハ

t躍警大汚戸乞持言コ汗芝打註なわ
z
れ
去
た
。
バ
議
ド
鱗
露
麟
均
寵
欝
:
一
護
自
黙
誇
の
破
襲
警
壊
章
は
、
合
舎
の
心
喜
の
皇
露
岳
荒

E;民523ミ2λの量義襲議に
Eよ去つて
妥実

一

一

一

一

て

絞

て

吹

み

欝

畿

懇

襲

欝

欝

鱗

譲

競

町

畿

譲

嬢

の

み

室

な

さ

完

ん

も

品

碕

じ

誌

麟

襲

概

警

を

い

む

だ

か

ろ

ろ

一

」

な

ば

し

kい。

一

m

一

雄

一

わ

鱗

議

欝

議

議

欝

議

欝

議

酷

れ

疑

問

灯

刊

誌

一

喜

一

一

時

間

話

器

時

十

時

一

切

一

害

時

お

総

議

麟

麟

欝

鱗

麟

麟

鱗

麟

麟

麟

麟

需

の

胆

去

っ

〈

さ

き

は

、

自

然

の

襲

}

一

冗

O
本
で
あ
る
が
、
九
月
末
ま
で

一

〈

上

一

万

じ

護

議

欝

欝

鱗

鶴

鐘

麟

麟

轟

轟

ι
礁
で
は
あ
る
ま
い
か
@
に
員
八
一
一

Z章
一
題
一
一
O

一

は

Z

i
警

鐘

擁

護

騒

騒

輯

議

弘

×

;

邸

宅

昔

え

よ

一

本

は

ご

議

所

建

で

あ

っ

た

山

口

一

一

か

卒

関

経

議

議

欝

機

騒

麟

離

麟

記

ベ

と

む

た

産

々

木

朋

点

喜

一

一

吉

田

、

き

去

の

き

に

一

夫

索

、

郷

善

意

町

長

室

揚

h
南

一

凡

騒

騒

麟

韓

了

、

書

写

3
5
4中

2
2喜
重

大

学

一語、一刊誌誌
M

湖
一
鋭
機
構
韓
併
話
翌
日
一
一
日
夜
間
日
比

一4
2
f
i
-
λ

の
議
欝
麟
麟
畿
、
、
z
iら
2
2雪
る
も
の
で
あ
る
。

干

の

あ

つ

い

山

口

君

主

主

抽

出

れ

)

¥

仁

川

正

購

輯

髄

議

韓

議

官

十

月

寸

一

日

に

市

撃

に

お

い

て

京

市

民

の

み

な

芝

、

献

血

は

一

時

一

と

は

伝

ぴ

難

か

っ

た

が

、

ほ

吉

正

購

ぷ

麟

鶴

麟

鱒

輯

樹

齢

麟

麟

議

長

官

と

2
Z遣
し
た
。
的
宮
む
で
な
く
、

Z
A靖古

一
ら
ぬ
聖
の
教
室
と
い
主
職
で

E

-

火

)

藍

離

麟

麟

輯

鶴

騒

騒

鰐

闘

機

2

惑
費
霊
ぷ
昭
和
国
十
一
年
度
せ
な

Y仁
ま
な
い
。
し
か
良

子

白

で

割

愛

す

る

に

い

た

っ

た

が

事

一

欝

韓

膿

雛

襲

欝

盤

輔

撃

に

患

者

が

、

告

特

別

社

員

意

義

給

す

る

童

話

謀

容

ま

か

な

惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

J

一

〆

¥

麟

購

輯

輯

韓

議

観

欝

麟

鱗

鱗

草

さ

れ

た

の

が

落

と

L
て
議
一
う
辛
足
し
た
い
。
さ
ら
に
、
ぃ
ヲ

甲

山

口

差

点

崎

小

学

校

意

後

五

敷

昔

話

開

平

と

名

づ

一

完

投

轟

轟

襲

議

盤

盤

号

事

っ

て

、

今

回

は

そ

れ

に

つ

づ

で

も

必

要

な

と

2な
蓄

に

?

っ

て

市

{

白

ー

し

か

言

語

擁

護

関

覇

議

額

融

〈

栄

巻

、

あ

る

。

長

;

ぅ

、

計

間

約

義

教
育
霊
前
長
、
青
少
室
長
お
よ
す
す
ん
で
い
っ
た
ら
、
ζ
の
平
塚
も

i
重
著
書
豊
富
覇
軍
豊
富
費
量
盟
理
会
主
義
議
選
議
童
霊
童
書
佐
々
木
さ
ん
と
渡
辺
草
ん
は
銀
特
需
ぜ
ひ
、
援
な
の
だ
。
ζ
う
考
え

夜
福
祉
事
盗
品
川
F

警
官
接
任
し
た
。
在
続
出
失
な
わ
れ
る
ζ

と
を
予
見
じ
て
い
ろ
の
解
釈
f
も
っ
て
読
む
で
あ
る
た
だ
し
い
農
薬
宅
、
工
場
展
緩
で
、
別
社
員
翠
黛
下
で
八
十
一
名
)
を
て
み
る
と
、
献
血
選
福
酬
も
第
一
揖
在

任
十
年
と
い
‘
一
毛
の
艮
つ
〈
棋
な
く
豊
平
を
白
雲
間
と
し
て
護
7

ぅ

。

車

の

護

ガ

ス

で

、

自

然

は

23g中
君
は
親
有
量
(
全
盛
で
四
十
踏
み
だ
し
た
に
す
き
な
い
。

激
務
自
通
読
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
る
方
針
を
打
ち
出
さ
れ
た
の
も
一
片
山
川
週
間
平
に
は
、
す
で
に
ア
ル
ピ
ニ
っ
、
だ
が
確
実
巳
浸
食
さ
れ
も
禄
七
笥
県
下
で
は
一
包
帯
」
受
警
口
率
山
に
お
け
る
献
血
功
労
者

η交

を
い
つ
も
た
の
し
ξ
、
ょ
く
市
民
の
さ
ん
で
あ
る
。
ス
ト
岡
野
敬
二
郎
白
山
岳
除
、
荻
原
の
謀
か
話
死
さ
せ
る
そ
れ
が
ど
れ
た
。
置
を
た
た
克
る
と
と
も
に
、
献
血
蓮

期
侍
に
ζ
た
え
て
く
れ
た
ζ
と
は
、
主
官
斜
は
小
松
右
だ
。
井
県
水
の
千
畳
敷
勾
醒
が
あ
る
が
ζ

ん
な
精
巣
を
も
た
ら
ず
か
な
に
佐
々
木
さ
ん
は
議
託
、
T

小
一
家
平
動
に
対
し
て
、
市
民
の
深
い
理
解
と

ほ
ん
と
う
に
感
謁
に
与
え
な
い
。
か
げ
に
=
一
筋
の
品
が
あ
Q

れ
宇
と
あ
わ
ぜ
て
、
ζ
ζ

湘
南
半
に
よ
D
己
わ
い
の
は
人
一
向
m
v
b
m
出
品
溌
理
工
場
白
壁
監
で
六
十
一
歳
、
ζ
れ
協
力
を
、
心
か
ら
一
必
望
し
て
や
ま
な

君
が
幅
広
〈
身
に
つ
け
た
尊
い
経
曲
部
を
も
併
せ
て
お
ほ
め
い
遊
ぶ
も
の
の
線
を
た
の
し
ま
せ
、
心
だ
1

入
閣
は
も
と
こ
れ
自
然
白
子
。
ま
で
記
献
血
十
回
、
渡
辺
さ
ん
は
早
い
.

験
を
も
っ
ぱ
ら
一
善
行
紋
に
生
や
し
た
喜
た
い
戸
川
貞
雄
管
長
在
室
さ
れ
る
に
議
事
で
複
雑
き
室
長
い
差
流
稲
田
益
率
宅
霊
十
留
、
組

1: ~I ヰ~，のみな才~
1-& か， 宏、

円
緩
和
田
盟
、
一
一
、



a 

こ
れ
か
ら

}mvと
黒
公
)
仁
む
か
い
な
ど
室
内
軒
ス
ポ

i
yは
も
ち
又
Y

ん
ま
っ
た
ら
、
日
時
や
場
刷
、
検
討
な
ま
口
、
日
月
幻
門
口
に
い
大
詰
山
山

市
教
委
体
宵
府
組
で
は
、
市
民
の
み
な
民
眠
不
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
と
判
的
悼
行
品
に
逗
枯
し
て
ほ
し
し
。
商
に
『
仏
く
運
動
平
塚
十
〈
〈
乏
が
閉

ざ
ん
に
一
ん
で
も
多
く
、
ス
ポ
I
Y
を

旬

。

。

が

く

趨

動

・

4
く
こ
と
は
健
康
上
紅
さ
れ
る
。

に
親
し
品
、
換
し
ふ
な
が
ら
体
力
を

O
巡
回
ス
ポ

l
y敦
笠
・
民
岡
、
パ
も
っ
と
も
身
近
な
よ
い
趨
織
の
一

2

0
品
質
汀
曜
の
お
知
ら
せ
・
マ
ブ
オ

ヨ
け
て
も
ら
い
た
い
と
市
民
ス
ポ

1

1

ク
ダ
ジ
ス
教
護
同
日
月

η日
体
荷

量

2
2、
?

な

体

み

ん

ま

の

建

棄

ぎ

を

運

動

平

塚

大

会

百

育
行
場
窓
出
向
じ
て
い
る

0

6

t

r

弘
主
事

b
E主
お

り

大

統

山

方

g
v市
内
現
実
凶

あ
な
た
の
岡
崎
践
は
あ
な
た
自
身
で
、
，

h

2

怖
符
火
会
(
日
月
四
日
、
ロ
ハ
7
u

守

、

促

返

さ

若

ス

ポ

ー

ツ

に

寧

た

の

し

い

只

ホ

j
叶

/

体

E)主
主
ダ
ン
ス
晶
表

却

し

て

ほ

し

い

。

(

ロ

内

8
H
1ロ
刊
体
U
N

蛇
)

h

v

担

。
町
民
ス
ポ
ー
ツ
故
斗
白
日
・
旬
バ
い
い
i
Jパ
!
ん
、
ア
子
1
1

ク
ダ
ン
ス
な
だ
。
あ
は
丈
の
4
山
社
、

h
u
u
Hトく

/λ

タ
ン
ス
ω
h
y
ベ
(
ロ
何
日
日
体
子

部
一
了
間
同
日
円
融
H
U
A
m
則
自
体
行
車
ど
山
軒
ス
ポ
ー
ツ
民
一
凶
一
秒
ム
子
市
住
ナ
必
だ
け
で
よ
い
週
動
に
な
φ
b
名
刺
ば
配
)

h

v

山
内
一
阿
川
駅
伝
説
止
人
去

が
勺
般
か
ら
川
町
制
で
開
訳
さ
れ
、
出
し
て
い
品
。
町
民
は
体
育
課
で
抵
備
に

ιく
運
動
モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
め

(
1バ
日
H
)
↑
V
山
内
川
子
山
県
凶
駅
伝

記
の
だ
れ
も
が
刑
制
で
き
与
。
占
窓
す
る
の
で
、
あ
立
た
の
地
何
で
も
気
品
。
公
民
館
中
心
に
展
開
さ
ぶ
れ
て
お
制
制
定
大
企

(
1バ
同
日
〉

や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
け
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
較
に
i
u
両し一

ιι
て
は
。
な
お
、
決

D
、
問
い
合
わ
せ
て
事
加
し
よ
う
。

と さ・11J930S(臼)12flマ日〈日〉

と ζ ろ@見出J合体育館
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内
車
の
構
制
一
慶
一
市
コ
ー
ナ
ー
は
子
ど
も
が
い
9

ぽ
い
ぺ
見
附
台
出
円
円
相
時
1JV

見開台体寝苦館の療示会場(;;t苦心作がいっぱい。お穫も耕也、。

沼
欝
防
邸
周
に
特

別
支
出
金
を
支
給

妨
山
?
に
従
事
ら
で
九
仮
し
た
瞥
訪
問
凶

釘
に
特
別
支
出
金
が
一
文
給
さ
れ
h
v
o

こ
の
方
は
、
案
、
詩
語
露

7為

こ
と
し
、
第
J
t
h
u
回
そ
か
を
え
る
中
一
塚
市
文
化
祭
が
、
十
月
二

十
六
日
の
託
部
大
会
な
限
切
D
に
、
華
や
か
に
、
町
内
各
会
場
で

幕
を
あ
け
た
。
市
民
ヤ
ン
占
ー
で
は
十
一
月
一
白
か
ら
一
一
百
鶴
、

九
議
回
が
、
見
附
山
台
体
育
館
古
車
一
一
日
間
、
十
コ
ー
ナ
ー
に
汚
か

れ
て
語
展
一
甲
山
川
、
さ
じ
も
の
広
さ
を
誇
る
部
背
館
い
っ
ぱ
い
に
飾

り
つ
け
ち
ぶ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
謡
曲
、
続
歌
、
俳
句
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
三
一
手
心
開
で
、
ま
た
十
日
日
に
は
川
林
ス
A
E
と正月十〈〈い一一
vvdu古
川

去
民
飽
と
H
ハ
幅
制
討
で
附
帯
さ
れ
、
こ
町
一
一
大
〈
ん
で
こ
と
し
の
文
川

化

経

も

時

間

講

と

な

る

白

川

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
問
、
モ
ふ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
を
こ
ら
し
て
、
川

し
る
う
と
ら
じ
い
築
主
主
佐
あ
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
。
市
民
の
全
部
酬

の
み
な
戸
γ
ん
に
見
で
も
ら
い
た
い
と
ぬ
い
ぞ
と
め
γ

。

制

うーむ、われながらメイ句じゃ

く見附省武謹壌の俳骨盈壊で】

{二七)関〈器 )24
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祝
福
を
う
け
て
人
位
。
品
た
ら
掃
と
主
巾
外
の
場
合
陸
一
一
一
通
が
必

し
い
門
出
を
し
た
あ
な
た
が
た
要
と
な
る
。

は
、
橋
板
宿
げ
を
山
川
す
こ
と
に
よ
用
意
す
る
も
の
は
、
婚
姻
局
、

っ
て
広
標
的
、
社
会
的
に
刀
一
任
な
夫
婦
到
方
的
出
性
の
印
航
。
ま
た

夫
婦
と
な
P

位

。

〉

木

市

に

本

籍

が

な

い

入

品

電

湾

げ

は

、

四

台

』

は

戸

籍

抄

本

一

通

が

必

夫
か
姿
ど
ち
ら
か
の
本
軍
事
量

a

・
要
。

V
用
紙
は
、
市
民

轄
地
、
ま
た
は
住
所
地
鶴
綴
錫

1
〈
課
窓
口
係
か
駐
在
日
間
事

伝

達

よ

く

一

害

出

癖

拶

臓

を

撃

に

あ

る

ロ

空
し
F古
か
ら
効
力
を
額
際
畿
、
川

V
転
X
転
館
。
宇
品
腕
告

発

す

る

。

務

都

機

?

し

が

す

ん

モ

い

な

い

場

合

マ
措
廻
題
A
届
け
詳
に
額
膨
議
応
協
同
日
は
、
そ
の
手
続
き
と
あ

産
量
人
二
人
の
署
醐
韓
，
護
主
で
し
て
ほ
し
い
。

名
押
し
昂
か
い
し
て
も
ら
静
溢

M
M昨

ζ
の
岡
崎
合
、
南
出
窓
す

い
市
民
謀
者
ロ
ヘ
。
緩
藤
臨
臨

ι
;
る
も
の
閃
印
鑑
、
そ
の

な
お
、
未
成
年
の
婚
相
州
心
混
合
他
誌
当
す
る
お
米

mv畠
版
、
転
似

山
中
、
父
母
の
内
認
が
必
要
と
な
る
。
夜
間
明
書
、
国
保
保
険
詐
、
同
氏
年

間
停
車
、
毒
記
事
が
金
語
、
じ
家
、
み
取
り
量
、

市
内
向
切
合
は
一
遇
、
夫
婦
い
ず
れ
向
日
…
一
J

数
制
納
付
書
。

か
一
一
月
が
市
外
の
場
合
は
4

一一晴天

ノ
J

す

こ

一

ら

ま

i
一

が

れ

、軍一
一

い

け

汚

一

す

・

が

一

っ

て

』

一

コ

ん

J
l

一
パ
な
ト
日

夕

る

の

ら

て

た

か

拾

な

寧

を

あ

護主菱重左翼

罪受理空重量

書rz合白書室
主主託事長道義

尾
嬬
持
樹
一
一
紐
外
雄
飛
田
群
像
戸
部
新
十
郎
一
家
庭
本
』
全
寝
間
益

田
中
日
匠
夫
一
位
〈
も
ん
か
島
前
田
雅
一
臼
本
料
理
の
秘
説
椀
鼠

竹
内
制
実
一
結
婚
す
る
な
ら
問
中
間
四
江
一
類
被
づ

f
D

蔀
芯
本

山
本
義
正
一
一
盟
す
ぺ
脅
か
一
一
務
先
門
一
金
主
活
窓
探
検
す
る
有
希

中

野

好

夫

一

定

本

日

本

の

軍

歌

期

内

敬

三

一

悼

韓

首

斜

摺

辺
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盟問課・ 2歳以上の者でおよそ 1週

間む路間で2回続けて銭種

盟理由自袈・仁二回め〉

韓時間・各企とも13時305ラから15

時
11月18日 神田公民館

" 19日大野公民問松公民館
20臼 花てく公民
21fヨ須首公民館
22E3 見台京通路

~ 24日 泊四之宮公民館
正2囲め巡園田理〉
て時間・をきJ引きともlJS守305Jfi'ら15
時

11月15日城島公民館岡崎公民館

臨日職務蓬誼葱監護襲撃灘翠務態濃蜜護軍害事韓議葱箆驚轍叢潔略語態調

場で、イジブノレエアザの予防注射と

いっしょに行なう。

あなたのこどもを恐ろしい小氾信

昭から守るためにも、あなたく母

親コが進んで受けてほしい。

盟巡翻悶重量

11月18臼(1()金自公民館
ク 20日〈木〉花水公民臨
タ 21EI (金コ須至理公民銭
臨時間・インブJレエンザ自注寄唱与問

と向じ午後1時30分-3時まで。

。婚礼用電〉草壁互交しょうの料金は

次のとおジです

揚

? 13日須賀公民館花水公使館
? 15日 !時四之宮公民館
臨巡回司瞳， (検査Eb
12月 88 金自公民館土屋公民館

ク 9日活公民館宮沢公民館
ク 10日留土丸公民館岡崎公民

ク 118

ク 15日
夕 16日
夕 17日
タ 18日神田公民館

拶路公民館

ク 19臼中原公民館長U;H台武道
場

1-' 20臼須賀公民館花水公民館

ク 22臼 i日間之宮公民銀

日組休診の急患を救うため、平塚

市医師会は東海i茸綿をぬに交代診別
制度を申し合わせている。

盟第1・揮3臼礎自(立南側吃医院
瞳揮2・揮4日曜日は北田リの医院t;f
原則として器僚に応ずることになっ

ている。 i原則であって都合によ D
変更もあるe 日舵臼はあくまで休訪

日であD、診探は県立患者に限るJ
とされている。

掴尭j済関腕 (32局1950コ
輯平揮市民間続.(32島0015)
輯済生金屑続 く31届0520コ
覇膏嬰盟主病院 . C21局0346)

覇富田病鶴 く21局0570コ
輯永瀬情説 ζ21局091])

認名趨百日金額o;¥名穣筋金額話各種別 金額

A 自OOf弓 A 2.000 A 2.000 
銭 000 B 3.000 ドレ B 3.000 
C 10.000 掘描 C 5.000 A C 5.000 
由 15・∞o一式思 7.000一式 D 6.000 
E 20.000 E 10.000 E 10.000 
F 25.000モーエ A ，00留抽 A 1.000 

紋綬 A 3.000 シグ怒 1.500一式 B 1.500 
一式事 5.000 -式記 2.000 C 2 '000 

2.000-
D 3.000 
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みんなの綴い交滋安全

歩行者はlEしい機首長者

灘転者は歩行者の保畿を
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